




































































































































































































































































































































11 井上毅伝記編纂委員会編『井上毅伝 史料篇第一』（国学院大学図書館、1986 年）に収められた翻字版
によって確認した。











































































































































































あると説明しているが、これは西が頼ったと推定される G. F. Rodwell （ed.） A Dictionary of Science 

























































































American Journal of Education Vol. 7, No. 12（St. 
Louis, Missouri: Perrin & Smith, 1874）に載った記
事であることを橋本（1998）が調査によって突き止
めている。J. M. Longによる‘Live teaching＇と題
されたその記事は、‘Education, though a science, 
does not admit of as precise definitions and rigid 
deductions as those which belong to what are 
called the exact sciences.＇ という書き出しで始ま
り、翻訳記事では文中の a science が「学問ノ一
























































翌 1876（明治 9）年には science との対応を確かめ得る「科学」が３件の資料に現れる。
その１つは再び『文部省雑誌』である。ここで「科学」の原語は示されていないが、先に










「ラットジルス科学校」が含まれる。ほぼ同等の表が Reports of Committees of the House of 
Representatives for the Second Session of the Forty-Third Congress 1874-’75（Washington: 
Government Printing Office, 1875）に収録されており、それによれば「科学校」の原語
は scientific school で、２つの学校の原名はそれぞれ Sheffield Scientific School of Yale 
College、Rutgers Scientific Schoolである。
Circulars of Information of the Bureau of Education for the Year 1874（Washington: 
Government Printing Office, 1875）に収められた Cornell 大学学長 A. D. White の講演録に
よれば、scientific school は科学と産業に関する教育のために設置された学校である。White


























が 1876 年のフィラデルフィア万国博覧会のために出版した Outline History of Japanese 
Education（New York: D. Appleton and Company, 1876）の翻訳であり、原文との対比によっ
て２か所の「科学」がそれぞれ science、scientific （and educational apparatus）を訳出し
たものであることが確かめられる。25
その後も明治期半ばまでほぼ毎年 science との対応の明示された「科学」の用例が数件ず
25 Outline History of Japanese Education の当該箇所は文部省の米国人学監 David Murray ──“モル
レー”──によって用意されたことが同書の前書きに述べられているが、古代から現代に至る日本の教















natural scienceが scienceと略称されるようになり、それにより scienceが広狭の両義を持つ
に至った。26 これに対して、「科学」は狭義に偏った science の訳語として採用され、それ
が次の第３段階が進展する中で初めて人文・社会科学を語るのにも使われるようになった
26 The Oxford English Dictionary（OED）第2版第14巻（1989）は‘Natural and Physical Science＇の
意を表すscienceの最も早い用例として1867年の雑誌に載った論文の例を挙げている。
   1867 W. G. W??? in Dubl. Rev. Apr. 255 note, We shall .. use the word ‘science＇ in the sense 
which Englishmen so commonly give to it; as expressing physical and experimental science, to 
the exclusion of theological and metaphysical.
 しかし、この用例を原文によって確認すれば、これよりも早い用例が存在することが直ちに判明する。
OED の引用における‘We shall＇ は実は表現の改変を経ており、原文は‘In this article, as on a former 
occasion, we shall＇ であるからである。この ‘a former occasion＇ を求めてみたところ、同じ雑誌の 1865
年の号の論文であった。
   It will be necessary, for purposes of convenience, to use the word “science,” and its derivatives, 
in the sense which Englishmen so commonly give to it; as expressing physical and experimental 
science to the exclusion of theological and metaphysical.
  （W. G. Ward ‘Doctrinal decrees of a pontifical congregation: The case of Galileo＇,





 例えば、1831 年に設立された the British Association for the Advancement of Science（英国科学振
興協会）の名称に含まれる science がもっぱら自然科学を指していたことはその毎年の報告書の内容か
ら明らかであり、実際、Report of the Third Meeting of the British Association for the Advancement of 
Science（London: John Murray, 1834）に記録された発言において会長 Adam Sedgwick は同会のこと






























































用している２冊の本の原文を確認すると、Friedrich Ueberweg Grundriss der Geschichte 







186630） は‘Die theoretische Speculation ... ist bei Confucius nicht wissenschaftlich 
durchgebildet＇（理論的な考察は孔子において科学的に練り上げられていない）と表現し 31、
Samuel Johnson32 Oriental Religions and Their Relation to Universal Religion: China 
（Boston: Houghton, Mifflin and Company, 1877） は‘His basis is thus scientific and 



























井上と松下が scientific culture という表現を何によって知ったかは不詳であるが、前
年には米国で Josiah Parsons Cooke Scientifi c Culture, and Other Essays（New York: D. 





Appleton and Company, 1881）が刊行されている。また、Cooke が 1875 年にハーバード
大学の夏期化学講座の開始時に行った講話が‘Scientific culture＇ と題して The Popular 
Science Monthlyの1875年9月号に掲載されており、そこでCookeは“近年 classical culture





































































































































































『教 育 史』 の 原 本 で あ る Philobiblius39 History and Progress of Education from the 
Earliest Times to the Present （New York and Chicago: A. S. Barnes & Company, 1869）に
基づいて確かめてみると、上記引用中の「諸学術」は原文ではevery branch of scienceとなっ
ている。『米国学校法』は書名や本文の記述から原本を知ることができないが、橋本（2000）
によって Circulars of Information of the Bureau of Education No. 7 ─ 1875（Washington: 












Chambers’s Information for the People（London and Edinburgh: W. & R. Chambers, 1875）
の‘Rhetoric and belles-letters＇ という項目を翻訳したものである。引用中の「単純学科」






























































この『理科通志』は Arabella B. Buckley A Short History of Natural Science and of the 
Progress of Discovery from the Time of the Greeks to the Present Day（New York: D. 























































































































































































純化して言えば中国では 19 世紀末に「科学」が使われ始め、20 世紀に入って広く普及した
























































































































































































































ドンで印刷された翻訳用の歴史書 The Science of History を日本語にしたものであり、ゼル
フィーは序文だけを提供したのではない。



























































































































































































































































































































調査によって、1878 年 6 月の『上海遠東報』とは The Far East, New Series Vol. 4, No. 6 
（1878）のことであることが判明した。The Far East はスコットランド人 John R. Black が
1870 年に横浜で創刊した“写真入り”のニュース雑誌 80 で、1876 年からは Black の上海移
住に伴い出版地を上海に移していた。上の引用の最後の１文（「其早年教育～」）は、The 
Far East 当該号に掲載された記事‘Mr. Tong King Sing＇ においては、‘His early education 
he received in the Morrison Education Society＇s school, in Hongkong, from 1842 to 1848, 
when he entered the London Mission school.＇ となっている。「馬礼遜教科学」は‘the 
Morrison Education Society＇s school＇ という表現──“Morrison教育会の学校”──を翻訳
したものであった。81
したがって、「馬礼遜教科学」の「教科学」は「教科＋学」という構成であり、ここに「科学」
の語は含まれていないと言うべきであろう。the Morrison Education Society＇s school がな
ぜ「馬礼遜教科学」と訳されたのか、「教科」にはどのような意味が託されていたのかとい
う問題は残るが、それについては今後の解明に待ちたい。82
80 The Far East で写真は印刷されているのではなく、印画紙に焼かれた写真があちこちのページに貼
り付けてある。雑誌に写真現物が“入っている”のである。
81 “Morrison 教育会の学校”は固定した名称を持たなかったようである。The Chinese Repository 
Vol. 11, No. 10（1842）に掲載された同会の第４回報告およびそこに引用された校長 Samuel Robbins 
Brown の書状では当該の学校は単に‘the school＇ ないし‘the Society＇s school＇ と記されている。ほ
かのキリスト教関係の雑誌や報告には‘the school of the “Morrison Education Society”＇ と書かれ、
同校に学んだ容閎
こう
の自伝 Yung Wing My Life in China and America（New York: Henry Holt and 































Repository Vol. 12, No. 12（1843）に掲載された教育会の第５回報告には、1843年 4月には学校に‘the 
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年 資料名 出現形
1821（文政4） ［池田独美 重校痘科弁要1 一科，諸科］
1832（天保3） 高野長英 医原枢要※ 医家ノ一科学 【文字連接としての初出】
1833（天保4） ［宇田川榕庵 理学入門植学啓原※ 三科之学］
1847（弘化4） ［高野長英 三兵答古知幾1 学科，術科，学術二科，兵道諸科，一科ヲ分テ五科トナス］
1856（安政3） ［イスホルヂング著 広瀬元恭訳 理学提要1 学科，一科，七科，理科，諸道百芸］
1865（慶応1） ［開成所稽古規則覚書 二科三科兼学］
1866（慶応2） ［前島密 漢字御廃止之議※［ヒッセリング口授 津田真道訳述 泰西国法論1
百科の学］
学科，一科，五科，諸学，諸般諸学］
1867（慶応3） ［イリス著 神田孝平訳 経済小学※［芳川俊雄訳 西洋学校多識新書
五科］
諸学科］



































































































モルレー選 小林儀秀訳 日本教育史略 （文部省）
ミル著 西周訳 利学 上
学芸志林2 （東京大学法理文三学部） 西周
［開成学校講義室発会演説 福沢諭吉祝辞
［ノルゼント著 小泉信吉他訳 小学教育論 （文部省）















ヘーブン著 西周訳 心理学 （文部省）※




















































トッド著 尾崎行雄訳 英国議院政治論 王権篇















































ベイン著 添田寿一訳 井上哲次郎閲 倍因氏教育学
ハックスレイ著 普及舎訳 佐藤亀世校 科学入門※
ライチュ著 普及舎訳 七大教育家列伝























クレッペル著 鈴木力訳述 教育哲学史 前





















呉文聡 統計詳説 上 一名社会観察法
ヴェルーヌ著 森田思軒訳 鉄世界
ブラウィング著 杉浦重剛訳 教育原論沿革史




















































































































































ラッド述 浮田和民訳 浅野源二郎記 宗教哲学
コンペイヤ著 松島剛他重訳 教育史 上・下






































1893（明治26） 読売新聞10月1日 書籍広告読売新聞12月13日 記事
科学，泰西科学
科学界，科学上 【新聞記事初出】
1894（明治27） 東京朝日新聞4月28日 社説 科学，科学者
1896（明治29） 六合雑誌191 科学主義 【初出】
1897（明治30） 帝国文学3-5 建部遯吾 人間科学 【初出】，心の科学，身の科学［，分科］




1900（明治33） 社会2-21 岡百世 社会科学 【初出】
1903（明治36） 姉崎正治 復活の曙光帝国文学9-2 高木敏雄
科学盲信 【初出】，科学万能主義 【初出】
人文科学 【初出】
1904（明治37） 大瀬甚太郎 欧洲教育史1 科学技術 【初出】，科学的精神
1908（明治41） 田中貢一 花物語 似非科学者 【初出】
1912 （大正1） 井上哲次郎他 英独仏和哲学字彙※フィエ著 稲垣末松訳 欧洲各国民の心性 下
科学，経験科学，自然科学，科学的方法，科学者［，学，理学］
偽科学 【初出】
1914 （大正3） 福来友吉 心理学審義 生命科学 【初出】
1915 （大正4） 田辺元 最近の自然科学 科学批判 【初出】
1925（大正14） 哲学研究10-4 長田新 科学する 【初出】
1927 （昭和2） 地学雑誌456ブディン著 山川均訳 マルクス主義体系
地球科学 【初出】
似非科学 【初出】
1962（昭和37） 日本学術会議 勧告・声明集2 宇宙科学 【初出】
1966（昭和41） 図書館界17-6 情報科学 【初出】
1974（昭和49） 教育24-11 科学不信 【初出】
1) この年表は主として明治中期までの日本の文献における「科学」という文字連続の出現状況を示す。ただし、「科学」の2字が構成素を
    成さないことが明白なもの、例えば、「内科＋学」「予科＋学生」「簡易科＋学校」は除く。「簡易科」とは1986（明治19）年の「小学校令」














The Etymology of Kagaku/Kexue, the Japanese/Chinese Equivalent for Science
Tadaharu TANOMURA
The etymology of the noun ‘科学＇ (kagaku/kexue), which denotes ‘science＇ in 
contemporary Japanese and Chinese, has long attracted the interest of linguists and 
historians of science both in Japan and China.
Although numerous theories have been published to date, the etymology of ‘科学＇ still 
remains speculative and anecdotal, apparently due to problems including, among others, 
the shortage of evidence and excessive reliance on and trust in the existing theories.
The noun ‘科学＇, as has been generally believed, is a neologism coined by the Japanese 
in the nineteenth century.  The principal object of this article is to reconstruct a detailed 
history of ‘科学＇ in Japanese based upon a thorough survey of written resources of the 
nineteenth century.  It will be argued that ‘科学＇ was created on the basis of the phrase 
‘一科学＇ (‘a branch of study＇) by 1869 at latest, and that it started being employed as a 
translation of the English noun science by 1875, after which a gradual semantic substitution 
occurred, as a result of which it eventually became a noun denoting ‘science＇ exclusively 
instead of ‘a branch of study＇, as it does in present-day Japanese.  The use of ‘科学＇ spread 
in Japan much earlier than has been commonly supposed.
As for the relationship between Japan and China with regard to ‘科学＇, several 
scholars in China recently advanced a new theory concerning its origin, which contends 
that ‘科学＇ was already in use in ancient China, where it denoted ‘科挙之学＇ (‘study for 
keju, examination for appointing government officials＇), and thus that the traditional view 
that it is a Japanese coinage must be abandoned.  A close inspection of all the relevant 
evidence, however, revealed that almost all of the alleged occurrences of ‘科学＇ are simply 
products of confusion of letters which occurred in the process of transcription or printing, 
thus falsifying the new theory.
Keywords: ‘科学＇, kagaku, kexue, etymology, Japanese, Chinese
